
県庁舎内における
風しん患者の集団発生への対応

茨城県保健福祉部疾病対策課

健康危機管理対策室

令和元年１０月９日（水）
令和元年度感染症危機管理研修会



はじめに

・茨城県では2018年から2019年にかけて
5年ぶりに大規模な風しんの流行

・2018年12月に茨城県庁舎内で風しんの
集団感染事例が発生

・県庁舎内の感染拡大防止のため，全庁
的な対策を実施



国立感染症研究所ホームページから引用
風疹発生動向調査 速報（2018.12.5）



日付 発生事案 対応

H30.12/12 初発患者の探知 初発患者の接触者の健康観察の実施

Ｈ30.12/22~24
初発患者と同課職員の患者発生
（３名）

対策会議の開催（12/23）

Ｈ30.12/25 知事報告 感染拡大防止の対策
・届出のあった患者の接触者の調査等
・全庁職員への啓発
・報道機関への資料提供（12/26）Ｈ30.12/26

新たな２次感染者の発生
（14階同一フロアより３名）

Ｈ30.12/26~27
新たな２次感染者の発生
（14階同一フロアより５名）

感染拡大防止の対策
・緊急ワクチン接種の実施（12/28）
・庁舎内の環境整備（～H31.1/17)
・年末年始の体制整備
・報道機関への資料提供（12/28）Ｈ30.12/28~31

新たな２次感染者の発生
(14階以外のフロアより２名)

Ｈ31.2/8 集団発生の終息 報道機関への資料提供

県庁内における風しん集団発生に伴う対応に
ついて



茨城県庁行政棟



１ 初発患者の探知
年齢・性別等 50歳代，男性，A課所属（14階）

発 生 届 出 日 平成30年12月12日

最 終 出 勤 日 平成30年12月７日

症 状 発熱，発疹，咳，鼻汁等

予 防 接 種 歴 なし

経 過 12/3～7 37～38℃台の発熱継続
12/7 発疹出現
12/8 診療所受診，抗体検査実施
12/12 風しん陽性

そ の 他 11/21～22  ，11/27～28に県外出張



２ 初発患者の接触者の健康観察の実施

●健康観察対象者 ：A課内職員 ８名
A課担当部長 １名

（初発患者と打合せや一緒に出張した等）

●健 康 観 察 期 間：12月8日～28日
（最終接触日から21日）



３ 初発患者と同課職員の患者発生
●初発患者が発疹の症状を呈したおよそ２週間後にＡ課

の職員３名が２次感染者として確認

年齢
性別

発 生
届出日

症状
予 防
接種歴

経 過

50歳代
男性

12/22
発熱
発疹
頭痛等

不明

12月21日：37℃台の発熱，頭痛，診療所受診
発疹出現

12月22日：診療所再診
衛生研究所で検査実施，風しん陽性

50歳代
男性

12/24
発熱
発疹
頭痛

なし

12月20日：38℃台の発熱，頭痛
12月21日：発疹出現 診療所受診
12月23日：病院受診

衛生研究所で検査実施，風しん陽性

40歳代
男性

12/24
発熱
発疹
関節痛

なし

12月22日：発疹出現
12月23日：37℃台の発熱出現，診療所受診
12月24日：病院受診

衛生研究所で検査実施，風しん陽性



４ 対策会議の開催（12/23）

Ａ課職員から新たな患者が発生したことから，県庁
舎内の感染拡大防止を図るため，関係保健所及びＡ
課，疾病対策課により今後の対応について協議

【Ａ課への依頼事項】
・Ａ課全職員の健康状態の再確認及び発症者の報告
・Ａ課と同一フロア各課への情報提供,注意喚起の
実施

・会議等における接触者(外部機関職員含む)の対象
範囲の確認



年齢
性別

(所属課)

発 生
届出日

症状
予 防
接種歴

経 過

50歳代
男性

（Ｃ課）
12/26

発熱
発疹
咽頭痛

なし

12月25日：37℃台の発熱，発疹出現
診療所受診

12月26日：衛生研究所で検査実施
風しん陽性

40歳代
男性

（Ｃ課）
12/26

発熱
発疹
頭痛等

なし

12月23日：37℃台の発熱，発疹出現
12月25日：診療所受診
12月26日：衛生研究所で検査実施

風しん陽性

40歳代
男性

（Ｂ課）
12/26

発熱
発疹
頭痛等

なし

12月22日：38℃台の発熱出現
12月23日：発疹出現
12月25日：診療所受診
12月26日：衛生研究所で検査実施

風しん陽性

５ 新たな２次感染者の発生（14階同一フロア）



６ 感染拡大防止の対策
●届出のあった患者との接触者の調査等
・患者が発生した課と同一フロア各課の職員に対する健康
状態の調査を実施

・県職員以外の接触者に対する健康観察を実施

●全庁職員への啓発
・電子掲示板及び個人メール，庁内放送による注意喚起
（健康観察，ＣＲＳ発生予防，予防接種の推奨，手洗い，

マスクの着用）
・妊娠初期又は妊娠を希望する女性職員及びその家族の
うち不安のある方等に対し在宅勤務制度等の活用につ
いて通知

●県民への注意喚起
・報道機関への資料提供



１報目

12月26日



７ 新たな２次感染者の発生（14階同一フロア）

年齢
性別

(所属課)

発 生
届出日

症状
予 防
接種歴

経 過

40歳代
男性

（Ｂ課）
12/26

発熱
発疹
関節痛等

なし

12月21日：38℃台の発熱出現
12月22日：発疹出現
12月25日：診療所受診
12月26日：衛生研究所で検査実施

風しん陽性

50歳代
男性

（Ｃ課）
12/27

発熱
発疹

なし

12月25日：37℃台の発熱出現，診療所受診
12月26日：発疹出現，診療所再受診

衛生研究所で検査実施
風しん陽性

40歳代
男性

（Ｂ課）
12/27

発疹
倦怠感

不明

12月23日：発疹出現
12月24日：診療所受診
12月26日：診療所再受診，

衛生研究所で検査実施,風しん陽性

30歳代
男性

（Ｃ課）
12/27

発熱
発疹
咳

あり

12月24日：38℃台の発熱出現
12月25日：発疹出現，診療所受診
12月26日：診療所再受診
12月27日：衛生研究所で検査実施,風しん陽性

40歳代
女性

（Ｃ課）
12/27

発疹
結膜充血
等

不明

12月27日：発疹出現，病院受診
衛生研究所で検査実施,風しん陽性



８ 感染拡大防止の対策

●届出のあった患者との接触者の調査【継続】
●全庁職員への啓発【継続】
●県民への注意喚起【継続】
●緊急ワクチン接種の実施

・ 感染する可能性が高い職員のうち，希望する者に対し，麻しん
風しん混合ワクチンの接種（12/28 14階フロアを中心に100名）

●庁舎内の環境整備
・ エレベーター内の消毒の実施
・ 玄関・通用口・エレベーターホールに手指消毒・手洗い励行等

の感染予防に関する注意事項を掲示

●年末年始の体制整備
・ 風しん疑い事例の受診調整・検体採取依頼 (保健所宛)

・ 医療機関宛メール送信:発生届出の徹底,検体採取の協力依頼



２報目

12月28日
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９ 新たな２次感染者の発生（14階以外）

年齢・性別
(所属課)

発 生
届出日

症状
予 防
接種歴

経 過

40歳代・男性
(18階・Ｄ課)

12/28
発熱
発疹
頭痛

なし

12月25日：38℃台の発熱出現
12月26日：病院受診

発疹出現
12月28日：病院再診

衛生研究所で検査実施,風しん陽性

50歳代・男性
(15階・Ｅ課)

12/31 発疹 なし
12月31日：発疹出現，診療所受診

病院受診
衛生研究所で検査実施,風しん陽性



15階

高
層
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

Ｅ
課

普段から14階まで階段を降りて低
層用エレベーターを利用していた



18階

高
層
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

Ｄ
課

普段から14階まで階段で降りて低
層用エレベーターを利用していた



【各課の患者の分布等】

初発患者が感染可能期間中に使用

（南側）

発症日

14階以外の発症者

14階

12月31日 12月26日
18階
1名

15階
1名

B課

★

12月26日

12月27日

通路

12月23日

12月7日

12月21日

A課 Ｃ課

12月25日

通路 通路

打合せﾃ‐ﾌﾞﾙ

打合せ ﾃ‐ﾌﾞﾙ

打合せﾃ‐ﾌﾞﾙ 打合せﾃ‐ﾌﾞﾙ

打合せﾃ‐ﾌﾞﾙ

打合せﾃ‐ﾌﾞﾙ

12月31日

E課 D課

低層用エレベーター

12月22日

（東側） （東側）



階 課 性別 年齢 届出日 発症日
（発疹出現日）

検査
接種歴

有 無 不明

14南

A課

男 50歳代 12/12 12/ 7 IgM ○

男 50歳代 12/22 12/21 PCR ○

男 50歳代 12/24 12/21 PCR ○

男 40歳代 12/24 12/22 PCR ○

C課
男 50歳代 12/26 12/25 PCR ○

男 40歳代 12/26 12/23 PCR ○

B課
男 40歳代 12/26 12/23 PCR ○

男 40歳代 12/26 12/22 PCR ○

C課 男 50歳代 12/27 12/26 PCR ○

B課 男 40歳代 12/27 12/23 PCR ○

C課
男 30歳代 12/27 12/25 PCR ○

女 40歳代 12/28 12/27 PCR ○

18東 D課 男 40歳代 12/28 12/26 PCR ○

15東 E課 男 50歳代 12/31 12/31 PCR ○

計 14 1 10 3

10 患者の状況



0

1

2

3

12
月

3日

12
月

4日

12
月

5日

12
月

6日

12
月

7日

12
月

8日

12
月

9日

12
月

10
日

12
月

11
日

12
月

12
日

12
月

13
日

12
月

14
日

12
月

15
日

12
月

16
日

12
月

17
日

12
月

18
日

12
月

19
日

12
月

20
日

12
月

21
日

12
月

22
日

12
月

23
日

12
月

24
日

12
月

25
日

12
月

26
日

12
月

27
日

12
月

28
日

12
月

29
日

12
月

30
日

12
月

31
日

人
数
（（例
）
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初
発
例
が
発
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暇
・
受
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★
発
疹
出
現

再
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勤務時に他職員と接触
（12月3日～7日）

自宅療養
（12月8日～）

★初発

【各課の発症日（発疹出現日）の分布等】



11 緊急接種について

●保健福祉部対策会議 【12月26日】

職員の感染拡大防止及び職員から県民への感染防止

を図るためMR混合ワクチン緊急接種の実施を決定。

・実施場所：職員診療所

・接 種 日 ：12月28日

・対 象 者 ：以下の①，②いずれにも該当する者

①県庁行政棟12階～14階に勤務する

職員のうち予防接種の希望者。

②過去に明らかな予防接種歴がなく，

かつ，り患歴もない者。

・費 用：個人負担で，予防接種実施時に徴収



●ＭＲワクチンの確保 【12月26日】

・緊急接種用ＭＲワクチンについて，薬務課を通じ，

医薬品卸売販売業者に在庫の確認及び確保依頼。

→１００名分確保

・職員診療所を管轄する総務事務センターに購入手

続きを依頼。

●対象課にＭＲワクチンの緊急接種実施の案内

・20課に，緊急接種実施の案内（申込期限12/27）

・生活応援支援事業の給付（予防接種費用等の一部

助成）に関する案内（総務事務センター（県職員互助会））

●接種者の決定【12月27日】

・風しん患者が集中した１４階フロアの職員を優先



●ＭＲワクチンの緊急接種【12月28日】

時 間 内 容 備 考

8：30 緊急接種打ち合わせ

8：45 ワクチンの充填 庁内保健師８名，診療所看護師１名

9：00 予診票チェック 疾病対策課職員6名

10:15 受付開始 庁内保健師２名，
総務事務センター1名（接種料金徴収）

10:30 13階フロア職員接種

接種：医師１名（保健所）
介助：庁内保健師２名
予診票へのロット番号記載：庁内保健師１名

10:50 12階フロア職員接種

11:15 14階フロア北側・東側職員接種

11:40 14階南側フロア職員接種



年齢構成 人数

～２９歳 １６

３０～３９歳 １８

４０～４９歳 ３１

５０～５９歳 ３３

６０歳～ ２

男性 女性

８０名 ２０名

有
回数不明含む

無
不明含む

１４ ８６

３０～５９歳の男性で予
防接種歴があったもの
は３名

【予防接種歴】

●ＭＲワクチンの緊急接種者の内訳



風しんウイルスの遺伝子検査1

(風しんウイルスの遺伝子検出)

全血

咽頭ぬぐい液

尿

各13検体

（初発例を除く
13症例分）

リアルタイムRT-PCR法

（病原体検出マニュアル準拠）

リアルタイムRT-PCR

陽性検体

ダイレクトシークエンス法

系統樹解析

（病原体検出マニュアル準拠）

(MEGA6 を用いて最尤法)

12 検査診断 （茨城県衛生研究所）

風しんウイルスの遺伝子検査2

(風しんウイルスの遺伝子型別)



●結果 遺伝子検査1（リアルタイムRT-PCR法）

検査した全症例
から風しんウイ
ルスの遺伝子を
検出

患者No. 所属課 年齢 性別
風しんウイルス遺伝子検査

咽頭ぬぐい液 血液 尿

1 A 50歳代 男

2 A 50歳代 男 + + +

3 A 50歳代 男 + + +

4 A 40歳代 男 + − −

5 B 40歳代 男 + + +

6 C 40歳代 男 + + +

7 B 40歳代 男 + + +

8 B 40歳代 男 + + +

9 C 50歳代 男 + + +

10 C 30歳代 男 + − +

11 C 50歳代 男 + + +

12 D 40歳代 男 + − +

13 C 40歳代 女 + + +

14 E 50歳代 男 + + +

+：検出 −:不検出

医療機関にて
血清IgM抗体
の検出



●結果 遺伝子検査2
（系統樹解析）

RVi/Minsk.BLR/29.04(1G)

RVi/Ontario.CAN/27.05(1G)

RVi/Kampala.UGA/20.01(1G)

RVi/Minsk.BLR/28.05/2(1H)

RVi/Ryazan.RUS/09.08(1H)

RVi/London.GBR/0.86(1I)

RVi/Milan.ITA/46.92(1I)

RVi/Toyama.JPN/0.67(1a)

RVi/Pennsylvania.USA/0.64/(1a)(VAC)

RVi/Brussels.BEL/0.63/(1a)(VAC)

RVi/New Jersey.USA/0.61/(VAC)

RVi/Bene Berak.ISR/0.79(1B)

RVi/Jerusalem.ISR/0.75(1B)

RVi/Tiberias.ISR/0.88(1B)

RVi/Kagoshima.JPN/22.04(1J)

RVi/Miyazaki.JPN/10.01(1J)

RVi/Shandong.CHN/0.00(1F)

RVi/Anhui.CHN/0.00(1F)

RVi/Saitama.JPN/0.94(1D)

RVi/Tokyo.JPN/0.90/(1D)

RVi/Shandong.CHN/0.02(1E)

RVi/Kuala Lumpur.MYS/0.01(1E)

● LC458513|RVs/Ibaraki.JPN/RV R18-186(13)

● LC458515|RVs/Ibaraki.JPN/RV R18-189(14)

● LC458511|RVs/Ibaraki.JPN/RV R18-184(12)

● LC458510|RVs/Ibaraki.JPN/RV R18-181(11)

● LC458508|RVs/Ibaraki.JPN/RV R18-179(10)

● LC458507|RVs/Ibaraki.JPN/RV R18-178(9)

● LC458506|RVs/Ibaraki.JPN/RV R18-177(8)

● LC458505|RVs/Ibaraki.JPN/RV R18-176(7)

● LC458504|RVs/Ibaraki.JPN/RV R18-175(6)

● LC458503|RVs/Ibaraki.JPN/RV R18-174(5)

● LC458501|RVs/Ibaraki.JPN/RV R18-172(4)

● LC458498|RVs/Ibaraki.JPN/RV R18-169(2)

● LC458499|RVs/Ibaraki.JPN/RV R18-170(3)

RVi/Panama City.PAN/0/99(1C)

RVi/San Salvador.SLV/0.02(1C)

RVi/California.USA/0.91(1C)

RVi/Moscow.RUS/0.97(2C)

RVi/Moscow.RUS/0.67(2C)

RVi/Beijing.CHN/0.79(2A)

RVi/Beijing.CHN/0.80/(2A)(VAC)

RVi/TelAviv.ISR/0.68(2B)

RVi/Anhui.CHN/0.00/2(2B)

RVi/Washington.USA/16.00(2B)

100

99

98

96

94
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・E1遺伝子の一部の塩基

配列は100％一致

・すべて１E型に分類



13 集団発生の終息

※発生期間

平成30年12／12～12／31

「自治体における風しん発
生時対応ガイドライン（第2
版）」に基づき，E課職員を
最後に県庁舎内で新たな風し
ん患者が6週間発生していな
いことから，平成31年2月8
日に風しん患者の集団発生が
終息したことを宣言！



保健所
衛生
研究所

県 庁

患者が発生
した課

疾病対策課
総務事務
センター

その他関係課

(調査）

・患者,接触者調
査

・接触者の健康
観察

(検査)

・検査診断用の
検体採取の調
整，回収及び
搬送

(受診調整）

・有症状者の受
診調整

・年末年始の受
診調整

（検 査）

・風しん
ウイル
スの
遺伝子
検査

（注意喚起）

・課員への注意
喚起

（健康観察等）

・課員の健康状
態，予防接種
歴,罹患歴等の
確認

・課員の健康観
察

・有症者の報告

疾病対策課報告

（保健所連絡調整）
・患者を管轄する
保健所との連絡
調整

・患者が発生した
各課との連絡調整

・外部機関等の接触
者に関する健康観
察依頼

・年末年始の体制整
備の依頼

【薬務課】
・緊急接種用ＭＲ
ワクチンの確保

【管財課】
・庁舎内の環境整備

【14階北側・東側
フロア各課】

・課員の健康状態,
予防接種歴,罹患
歴等の確認，報告

疾病対策課報告

（注意喚起）
・全庁職員への啓発
・報道機関への資料
提供

・庁舎内の環境整備
の依頼

・緊急接種の実施 ・ＭＲワクチン
の購入

・予防接種費用
の一部助成の
制度の創設

・緊急接種の協力

14 保健所・各課の対応



1５ まとめ

◆庁舎内での感染症集団発生時に対応するための体制が庁

内で整備されていなかったため，調査等に関して保健所
との連携不足が生じた。

◆男性患者のほとんどが抗体保有率が低い世代であり，予
防接種歴無しが約７割を占めていたことが感染を拡大さ
せた一因と推察

○県庁舎内で，感染症の集団発生が行った場合の調査・緊急
接種等の体制整備が重要

○抗体価の低い世代の男性職員に対し，風しん抗体検査・第
５期の定期接種の勧奨

○職員に対しＣＲＳの発生予防を図るための注意喚起


